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　５月１日の日曜日、府内12か所でメーデー集会が開催され、全体で１万
2000人の参加、京都医労連からも500人を超える参加がありました。今回
は日曜日ということもあり家族づれの姿もあちらこちらで見られて大変微笑
ましいメーデーとなりました。このメーデー集会のうち二条城前で開催され
た第87回全京都統一メーデーでは、京都医労連は祇園八坂神社までの中コー
スを行進しました。晴天で大変暑い日でしたが「戦争法反対」「ふたたび白
衣を戦争の血で汚さない」と元気よくアピールして行進しました。この時の
プラカードはメーデー実行員会のコンクールで３位を受賞しました。

2016.夏号　No.1831

2016 年　夏号
第 183 号
・発行・

京都医療労働組合連合会
京都市中京区四条御前西入

京都労働者総合会館 6 Ｆ
TEL（075）801-8002
FAX（075）811-6170

http://www.labor.or.jp/iroren/
（E-mail：irouren@labor.or.jp）



残りわずか!

　「
保
育
園
落
ち
た
の
私
だ
！
」
の
ブ
ロ
グ
が
社
会
問
題
化
し
、
国

会
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
待
機
児
童
問
題
、
保
育
士
の
低
賃

金
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
国
や
自
治
体
の
役
割
が
問
わ
れ
て
い
ま

す
。
特
に
、
京
都
市
で
は
「
青
い
と
り
保
育

園
不
当
解
雇
事
件
」
が
大
き
な
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。
京
都
市
と
市
立
病
院
は
、
前
職

員
に
謝
罪
し
、
保
育
士
な
ど
職
員
の
賃
金
大

幅
引
き
上
げ
、
認
可
保
育
所
の
増
設
は
じ
め
、

す
べ
て
の
保
育
所
へ
の
公
的
責
任
を
果
た
す

な
ど
、
保
育
士
の
労
働
条
件
と
保
育
の
質
を

守
る
た
め
の
緊
急
施
策
を
実
施
す
べ
き
で
す
。

医労連MeSo
法律相談 Q&A

Q 私たちの会社では賃金の支払いがとても
いい加減です。残業代も働いた分よりも

明らかに少ないですし、月によっては基本給がな
ぜかカットされていることもあります。聞くとこ
ろによると、退職金を全額支払ってもらえなかっ
た人もいるようです。
　このような会社に対しては不信感が募るばかり
なので、これらのように支払われていない賃金を
請求することはできるでしょうか。

A 一口に賃金の未払いといっても、いろいろな
場合が考えられます。残業時間に応じた残業

代が支払われていないということもあるでしょうし、
賃金が切り下げられたということもあるでしょう。正
当な退職金が支払われないということもあるかもしれ
ません。いずれであっても、賃金は生活を支えるもの
ですから、労働者に大きな影響を与えかねないもので
す。そこで労働基準法は、そのような賃金未払いにつ
いて刑罰をもって禁止しています。
　しかし、そのような賃金未払いはいろいろな会社で
発生しているのが現実です。そこで、ご自身の賃金が
未払いである場合にはきちんと法的手段を取ることも
必要になってきます。
　まず残業代については、１日８時間を超えて働いた
部分などについて25％増しの賃金を支払わなければ
ならないことになっています。計算のルール自体は複
雑ですが、当事務所のホームページなどで計算ソフト
を公開していますので、活用してみてください。残業
代を請求するにあたって大事なことは「労働時間の証
拠を残しておくこと」です。タイムカードがあれば確
実ですし、日々の日記でも証拠となる場合があります。
労働時間を意識的に記録しておくようにしましょう。
　次に、就業規則変更による一方的な賃金減額は原則
として違法ですし、減額について労働者の同意がある
場合でも、近時の最高裁判例で、その同意が真の意思
に基づくものかどうか慎重に判断すべきとされている
ので、やはり減額が違法とされる可能性があります。
とはいえ、同意しないに越したことはないので、安易
に同意しないようにしましょう。
　退職金についても、退職金規程などによって支給基
準が定められている場合、一方的な減額は原則許され
ません。
　以上のように賃金の未払いは原則として違法ですの
で、諦めずに請求することを考えてみてください。た
だし、時効が２年と短いので、特に残業代については
素早い対応が必要になってきます。計算方法も含めて
アドバイスしますので、賃金未払いの場合には一度弁
護士にご相談ください。
 （京都第一法律事務所　弁護士　谷 文彰）

「
青
い
と
り
保
育
園 

不
当
解
雇
事
件
」
と
は

　

院
内
保
育
所
「
青
い
と
り
保
育
園
」
は
、

40
年
前
に
京
都
市
立
病
院
の
看
護
師
が
働
き

続
け
ら
れ
る
よ
う
に
と
、
保
護
者
・
組
合
・

地
域
の
努
力
に
よ
っ
て
作
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
職
員
の
労
働
条
件
を
守
り
な
が
ら
、

保
護
者
の
要
求
を
実
現
し
、
町
の
中
で
も
自

然
が
い
っ
ぱ
い
の
園
庭
の
中
で
、
こ
ど
も
た

ち
に
寄
り
添
っ
た
ゆ
た
か
な
保
育
を
実
践
し

て
き
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
２
０
１
１
年
に
市
立
病
院
が

独
立
行
政
法
人
化
す
る
中
で
、
事
実
上
の
直

営
だ
っ
た
青
い
と
り
保
育
園
を
ピ
ジ
ョ
ン

ハ
ー
ツ
（
国
立
が
外
部
委
託
し
て
い
る
ピ

ジ
ョ
ン
の
子
会
社
）
に
外
部
委
託
し
ま
し
た
。

こ
の
時
に
、
職
員
の
給
与
は
３
割
近
く
も

カ
ッ
ト
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
２

０
１
５
年
に
２
度
目
の
保
育
園
の
委
託
業
者

の
公
募
が
行
わ
れ
、
ア
ー
ト
チ
ャ
イ
ル
ド
ケ

ア
社
（
ア
ー
ト
引
越
セ
ン
タ
ー
の
子
会
社
）

が
選
ば
れ
ま
し
た
が
、
ほ
ぼ
全
員
が
不
採
用

と
な
り
、
事
実
上
の
「
解
雇
」、
職
員
が
全

員
入
れ
替
わ
る
と
い
う
異
常
事
態
と
な
り
ま

し
た
。

こ
ど
も
た
ち
と
な
ん
で
離
れ

ば
な
れ
に
〜
裁
判
を
決
意
〜

　

先
生
が
急
に
い
な
く
な
り
、「
こ
ど
も
た

ち
が
先
生
が
い
な
く
な
っ
た
の
は
私
の
せ

い
？
」
と
聞
い
た
り
、
た
っ
た
２
个
月
の
引

き
継
ぎ
期
間
で
新
し
い
先
生
に
な
じ
め
ず
不

安
に
な
っ
た
り
、
保
育
室
で
は
ピ
ア
ノ
の
音

が
C
D
に
変
わ
っ
た
り
、
新
し
い
保
育
に
よ

り
混
乱
が
起
こ
る
な
ど
、
こ
ど
も
た
ち
に
大

き
な
影
響
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
ー
ト

と
京
都
市
・
市
立
病
院
の
契
約
で
は
、
年
度

途
中
で
保
育
士
職
員
が
変
わ
る
交
代
す
る
よ

う
な
こ
と
は
し
な
い
と
さ
れ
て
ま
す
が
、
す

で
に
多
く
の
職
員
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
定
年
ま
で
働
き
続
け
る
つ
も
り

で
い
た
職
員
た
ち
は
、
全
員
、
人
生
設
計
を

狂
わ
さ
れ
、
こ
ど
も
た
ち
と
生
木
を
裂
か
れ

る
よ
う
な
別
れ
を
強
い
ら
れ
た
の
で
す
。

　

京
都
市
や
市
立
病
院
に
対
し
て
何
度
申
し

入
れ
て
も
「
雇
用
関
係
が
な
い
」「
ア
ー
ト

社
は
ち
ゃ
ん
と
や
っ
て
い
る
」
と
い
う
姿
勢

を
崩
さ
な
か
っ
た
た
め
、「
こ
の
よ
う
な
こ

と
は
絶
対
に
許
せ
な
い
」「
京
都
市
と
市
立

病
院
の
責
任
を
明
ら
か
に
し
た
い
」
と
裁
判

を
起
こ
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

保
育
の
質
を
守
る
た
め
、
職
員
の
雇
用
を

守
る
た
め
、
次
の
公
募
に
よ
り
、
ま
た
こ
ど

も
た
ち
と
職
員
に
混
乱
を
起
こ
さ
せ
な
い
た

め
に
、
医
労
連
と
福
祉
保
育
労
が
力
を
あ
わ

せ
、
京
都
総
評
や
保
育
関
係
者
、
弁
護
士
・

学
者
の
力
を
借
り
て
裁
判
勝
利
の
た
め
に
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
支
援
に
感
謝
、

さ
ら
に
大
き
な
支
援
を

　

京
都
地
裁
の
口
頭
弁
論
へ
の
傍
聴
参
加
、

京
都
市
役
所
前
・
京
都
市
立
病
院
前
の
宣
伝
、

裁
判
所
あ
て
の
署
名
、
運
動
を
支
え
る
た
め

の
物
販
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
す
で
に
署

名
は
１
万
１
千
人
分
を
超
え
、
さ
ら
に
京
都

で
、
全
国
で
、
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
２
月
22
日
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
現
代
で
「
拡
大
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
プ

ア
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
京
都
市
・
市
立
病

院
と
青
い
と
り
保
育
園
の
問
題
が
取
り
上
げ

ら
れ
る
な
ど
、「
青
い
と
り
」
は
全
国
的
な

た
た
か
い
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

裁
判
勝
利
ま
で
、
頑
張
っ
て
い
る
６
人
の

原
告
を
守
り
支
援
し
、
す
べ
て
の
労
働
者
の

権
利
と
こ
ど
も
を
守
る
た
め
に
、
青
い
と
り

保
育
園
不
当
解
雇
撤
回
の
取
り
組
み
に
ひ
き

つ
づ
き
大
き
な
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
！

雇用と保育を守るため、
立ち上がった青いとり
保育園分会のなかまを

支援しましょう

裁判勝利にむけて運動の輪が広がっています

▲

おかき各種
￥200▲てぬぐい￥500

FAX：075-811-6170(京都医労連書記局・青いとり分会)
お問い合わせ　京都医労連 TEL：075-801-8002

未
あ し た

来を生きる
こどもたちに
豊かな保育を!

▲タオル白のみ
￥500

NHK「クローズアップ現代」でも取り
上げられ反響をよんでいます
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京
都
市
蹴
上
浄
水
場

　

京
都
市
営
地
下
鉄
「
蹴
上
駅
」
２
番
出
口

か
ら
三
条
通
に
出
る
と
、
す
ぐ
に
目
の
前
に

見
え
て
く
る
の
が
、
京
都
市
蹴
上
浄
水
場
で

す
。そ
の
歴
史
は
古
く
、1
9
1
2
年（
明
治

45
年
）に
完
成
し
、以
来
1
0
0
年
以
上
に
わ

た
っ
て
、
京
都
市
民
の
水
を
作
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
蹴
上
の
浄
水
場
で
す
が
、
通
常
は

中
に
入
れ
ま
せ
ん
が
、
毎
年
５
月
の
連
休
期

間
の
数
日
間
、
一
般
公
開
さ
れ
て
い
て
、
施

設
内
の
つ
つ
じ
の
花
が
き
れ
い
な
こ
と
で
有

名
で
す
。今
回
、
取
材
に
行
っ
た
日
は
、
偶

然
で
す
が
今
年
の
一
般
公
開
最
終
日
で
し
た
。

　

浄
水
場
通
用
門
か
ら
中
に
入
り
、
緩
い
坂

道
を
歩
い
て
行
く
と
、
琵
琶
湖
疎
水
か
ら
水

を
取
り
入
れ
て
、
濾
過
す
る
施
設
が
い
く
つ

も
並
ん
で
い
ま
す
。
更
に
急
な
坂
道
を
上

が
っ
て
行
く
と
途
中
に
は
、
歌
人
の
与
謝
野

晶
子
歌
碑
が
見
え
ま
す
。
一
番
上
ま
で
上

が
っ
て
行
く
と
、

東
山
、
岡
崎
界

隈
を
見
渡
せ
る

景
色
が
広
が
っ

て
き
ま
す
。
こ

こ
に
あ
る
第
１

高
区
配
水
池
に

は
、
施
設
完
成

時
の
赤
れ
ん
が

建
物
が
残
っ
て

い
て
、
移
設
工

事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
来
年
以
降
の
公
開
日

に
訪
ね
た
ら
、
工
事
は
終
わ
っ
て
い
て
、
往

時
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
つ
つ
じ
の
街
道
を
通
っ
て
、
本
館
で

施
設
案
内
を
見
な
が
ら
一
休
み
し
て
、
正
門

に
出
て
、
蹴
上
浄
水
場
を
後
に
し
ま
し
た
。

日ひ
む
か
い
だ
い
じ
ん
ぐ
う

向
大
神
宮

三
条
通
を
北
側
に
渡
り
、
日
向
大
神
宮
へ

と
向
か
い
ま
し
た
。
坂
道
に
な
っ
て
い
る
神

社
の
参
道
を
上
が
っ
て
行
く
と
、
琵
琶
湖
疎

水
の
施
設
が
見
え
て
き
ま
す
。
更
に
歩
い
て

行
く
と
参
道
は
、
う
っ
そ
う
と
生
い
茂
る

木
々
に
覆
わ
れ
、
強
い
日
差
し
が
和
ら
い
で

き
ま
し
た
。
参
道
の
脇
に
は
、
シ
ャ
ガ
の
花

が
所
所
で
目
に
入
り
、
静
か
な
雰
囲
気
で
気

持
ち
も
和
ん
で
き
ま
す
。
一
番
突
き
当
た
り

ま
で
歩
い
て
行
く
と
そ
こ
が
、
日
向
大
神
宮

の
本
殿
に
な
っ
て
い
ま
す
。
本
殿
に
繋
が
る

道
な
り
に
、
小
さ
な
水
た
ま
り
の
よ
う
な
池

が
目
に
入
っ
て
き
ま
し
た
。
よ
く
見
て
み
る

と
、
小
さ
な
魚
、
あ
る
い
は
お
た
ま
じ
ゃ
く

し
が
泳
い
で
い
る
の
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。

そ
の
姿
を
見
て
い
る
と
、
興
味
が
湧
い
て
き

て
、
い
つ
ま
で
も
見
て
い
た
い
、
そ
ん
な
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

日
向
大
神
宮
の
境
内
か
ら
、
山
科
方
面
へ

抜
け
る
山
道
が
あ
り
ま
す
。
興
味
が
あ
る
方

は
歩
か
れ
た
ら
、
楽
し
い
か
と
思
い
ま
す
。

メ
ソ
編
集
部
の
男
３
人
組
は
、
山
科
方
面
へ

の
山
道
と
は
反
対
向
き
の
、
三
条
通
蹴
上
方

面
へ
の
道
を
歩
き
、
次
の
目
的
地
で
あ
る
、

蹴
上
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
と
琵
琶
湖
疎
水
記
念
館

へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

蹴
上
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
〜 

琵
琶
湖
疎
水
記
念
館

　

日
向
大
神
宮
か
ら
蹴
上
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
に

向
か
う
道
す
が
ら
、
石
碑
が
見
え
て
き
ま
し

た
。「
疎
水
工
事
殉
難
者
弔
懇
碑
」
で
す
。

琵
琶
湖
疎
水
は
１
８
８
５
年
（
明
治
15
年
）

に
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
琵
琶
湖
か
ら
京

都
市
内
ま
で
掘
り
抜
い
た
第
１
ト
ン
ネ
ル
は
、

長
さ
２
・
４
３
６
ｍ
あ
り
、
難
工
事
の
末
、

１
８
９
０
年
（
明
治
19
年
）
に
完
成
し
ま
し

た
。
こ
の
石
碑
は
、
工
事
で
の
犠
牲
者
を
悼

ん
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
今
で
は
多
く
の
人
々

が
憩
い
の
場
所
と
し
て
い
る
琵
琶
湖
疎
水
で

す
が
、
そ
の
影
に
は
、
先
達
た
ち
の
多
く
の

犠
牲
が
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ

ん
。

　

石
碑
か
ら
道
を
歩
く
と
、
い
よ
い
よ
こ
の

散
策
の
メ
イ
ン
と
も
言
う
べ
き
、
蹴
上
イ
ン

ク
ラ
イ
ン
に
辿
り
つ
き
ま
し
た
。
こ
の
イ
ン

ク
ラ
イ
ン
で
す
が
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
と

３
代
に
渡
っ
て
、
実
際
に
幾
多
も
の
荷
物
の

運
搬
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
で
は
使

わ
れ
な
く
な
っ
た
蹴
上
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
の

レ
ー
ル
や
枕
木
を
踏
み
な
が
ら
歩
い
て
行
く

と
、
正
面
に
京
都
市
動
物
園
が
見
え
て
き
ま

し
た
。
そ
の
右
手
東
側
に
、
琵
琶
湖
疎
水
記

念
館
が
あ
り
ま
す
。
建
物
は
地
下
１
階
、
地

上
２
階
建
て
に
な
っ
て
い
て
、
琵
琶
湖
疎
水

建
設
に
ま
つ
わ
る
資
料
や
建
設
当
時
に
実
際

に
使
わ
れ
て
い
た
、
様
々
な
機
械
、
発
電
機
、

水
車
、
道
具
等
様
々
な
物
が
展
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
工
事
に
関
す
る
詳
細
な
図
面
や
当
時

の
全
て
手
書
き
の
各
種
書
面
に
は
目
を
見
張

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
建
物
１
階
玄
関
先
に

あ
る
自
動
販
売
機
で
「
京
の
水
道　

疎
水
物

語
」（
１
本
５
０
０
㎖
１
０
０
円
）
を
購
入
し
、

ご
く
ご
く
と
飲
み
干
し
ま
し
た
。

南
禅
寺
〜
水
路
閣
〜 

哲
学
の
道

　

琵
琶
湖
疎
水
記
念
館
を
後
に
し
て
、
南
禅

寺
方
面
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。
道
の
周
り
に

は
、
新
緑
が
眩
し
い
木
々
や
高
級
料
亭
ま
た
、

天
授
庵
（
南
禅
寺
塔
頭
）
が
目
に
入
っ
て
き

ま
す
。
そ
の
ま
ま
ま
っ
す
ぐ
に
行
く
と
、
あ

の
有
名
な
南
禅
寺
三
門
に
辿
り
つ
き
ま
す
。

そ
こ
か
ら
南
側
に
歩
い
て
行
く
と
、
い
よ
い

よ
大
変
有
名
な
水
路
閣
に
到
着
で
す
。
赤
レ

ン
ガ
の
ア
ー
チ
状
の
水
路
で
、
様
々
な
T
V

番
組
の
ロ
ケ
地
と
し
て
使
わ
れ
た
り
し
て
、

全
国
的
に
も
よ
く
知
ら
れ
た
名
所
で
す
。
今

で
も
水
が
流
れ
て
い
て
、
蹴
上
イ
ン
ク
ラ
イ

ン
方
向
か
ら
、
哲
学
の
道
方
面
に
向
か
っ
て

い
ま
す
。
建
設
当
時
は
、
ア
ー
チ
状
の
建
築

物
が
周
囲
の
景
観
と
照
ら
し
て
ど
う
な
の
か

と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
今
で

は
、
押
し
も
押
さ
れ
ぬ
歴
史
的
建
造
物
と
し

て
、
南
禅
寺
と
一
体
の
も
と
と
し
て
知
ら
れ

る
存
在
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

南
禅
寺
の
後
は
、
永
観
堂
の
前
を
通
っ
て
、

東
へ
と
緩
い
坂
道
を
登
っ
て
行
き
、
散
策
の

最
終
目
的
地
で
あ
る
、
哲
学
の
道
へ
の
入
り

口
に
辿
り
つ
き
ま
し
た
。
こ
の
道
で
す
が
、

途
中
に
あ
る
東
山
学
園
の
中
を
、
水
が
勢
い

よ
く
流
れ
て
い
る
水
路
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

水
路
も
琵
琶
湖
疎
水
の
中
の
一
つ
の
建
造
物

と
の
こ
と
で
す
。

　

歩
き
終
え
て
時
計
を
見
る
と
こ
の
間
、
約

２
時
間
30
分
の
散
策
で
し
た
。
長
す
ぎ
る
こ

と
な
く
、
短
か
す
ぎ
る
こ
と
も
な
い
、
適
度

な
旅
で
し
た
。
次
回
行
く
時
は
、
秋
の
紅
葉

の
季
節
に
で
も
し
ま
し
ょ
う
か
。

南禅寺境内にある「水路閣」 ▼

新緑はえる、
蹴上・岡崎界隈を歩く

もうそろそろ、うっとうしいじめじめとした季節になりますが、
京都医労連の仲間の皆さん、お元気ですかー !？と言うわけで、
メソ編集部の男組３人で、５月連休最終日のよく晴れた日曜日の
昼下がり、京都市左京区の蹴上、岡崎界隈を散策してきました。
日頃は見ることも行くことも無いような所でも、新しい見所を見
つけてきました。

新緑はえる、

高低差のため船は台車に乗せられ線路上を移動していたという

蹴
上
浄
水
場

知
る
人
ぞ
知
る
水
路
閣
の
上
の
様
子

哲
学
の
道
へ
の
入
り
口

日向大神宮　下宮

蹴上浄水場
日向大神宮

蹴上インクライン

哲学の道

琵琶湖疎水記念館

地下鉄 東山駅

金戒光明寺

平安神宮

南禅寺

地下鉄 蹴上駅

水路閣
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氏名

組合名

1 2  3 4 5

6   7

  8    9

10 11   12 13

14   15  16

17

     18

〔
た
て
の
カ
ギ
〕

①
カ
ツ
オ
・
シ
イ
ラ
・
マ
グ
ロ
・
サ
ワ
ラ
と
言

え
ば
何
で
し
ょ
う
。

②
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
ピ
ア
ノ
五
重
奏
曲
は
、

第
４
楽
章
が
歌
曲
の
旋
律
に
よ
る
変
奏
曲

で
あ
る
た
め
に
副
題
が
付
き
ま
し
た
。

③
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
一
種
で
、雑
誌

や
新
聞
あ
る
い
は
書
籍
な
ど
文
字
主
体
の

媒
体
に
お
い
て
、読
者
の
理
解
を
助
け
る

た
め
等
の
目
的
で
入
れ
ら
れ
ま
す
。

④
目
元
を
細
め
た
愛
嬌
の
あ
る
目
つ
き
で
す
。

⑤
も
の
の
道
理
を
述
べ
る
こ
と
で
す
。

⑧
お
酒
に
な
っ
た
り
、お
に
ぎ
り
の
具
に

な
っ
た
り
し
ま
す
。

⑨
訓
練
を
通
じ
て
身
に
付
け
た
能
力
の
こ
と

で
す
。

⑪
ネ
コ
科
の
動
物
で
は
ト
ラ
に
次
い
で
２
番

目
に
大
き
な
種
で
す
。

⑬
容
貌
・
風
采
が
す
ぐ
れ
、気
品
の
あ
る
青
年
。

⑮
佐
渡
島
で
は
こ
の「
う
み
か
ぶ
ろ
」（
海
禿
）

の
名
で
妖
怪
視
さ
れ
て
い
て
、両
津
港
近

辺
の
海
で
よ
く
人
を
騙
し
た
と
い
う
伝
承

が
あ
り
ま
す
。

〔
よ
こ
の
カ
ギ
〕

①
島
原
の
乱
の
総
大
将
。

⑥
原
料
と
な
る
液
体
や
固
体
な
ど
か
ら
目
的

の
成
分
を
取
り
除
い
た
後
に
残
る
不
純
物

や
あ
ま
り
の
部
分
で
す
。

⑦
エ
ル
サ
レ
ム
の
古
い
呼
び
名
。も
と
は
ダ
ビ

デ
王
が
征
服
し
た
エ
ル
サ
レ
ム
南
東
の
丘

を
占
め
る
エ
ブ
ス
人
の
城
塞
の
名
前
で
し

た
が
、の
ち
に
エ
ル
サ
レ
ム
全
市
街
の
名
称

に
な
り
ま
し
た
。

⑧
山
手
線
で
鶯
谷
と
御
徒
町
の
間
の
駅
で
す
。

⑩
一
粒
一
粒
が
大
き
い
砂
糖
で
す
。

⑫
器
物
・
刀
剣
・
書
画
な
ど
の
真
偽
・
良
否
に
つ

い
て
鑑
定
す
る
能
力
を
備
え
た
人
。

⑭
蛤
・
牡
蠣
・
蜆
と
言
え
ば
何
で
し
ょ
う
。

⑯
血
行
が
悪
く
な
る
と
筋
肉
が
張
っ
て
か
た

く
な
り
ま
す
。

⑰
毎
年
２
回
、大
衆
文
学
の
新
進
・
中
堅
作
家

に
贈
ら
れ
ま
す
。２
０
１
５
年
は
、「
流
」東

山
彰
良
さ
ん
で
し
た
。

⑱
２
０
１
５
年
度
に
お
け
る
、野
生
鳥
獣
に
よ

る
森
林
被
害
面
積
は
全
国
で
約
９
千
ヘ
ク

タ
ー
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
う
ち
全
体

の
約
８
割
を
占
め
て
い
る
、枝
葉
の
食
害
や

剥
皮
被
害
を
出
し
て
い
る
、動
物
で
す
。

�

（
出
題
者　

元
岡　

洋
子
）

　雲海がいいですね。初日の出は見てな
いですが、見た気分になりました。
� 中村　美智子

　

ア
メ
リ
カ
国
内
で
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
差
別

問
題
、
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
挙

を
め
ぐ
っ
て
、
ブ
ル
ー
ス
・
ス
プ
リ
ン
グ

ス
テ
ィ
ー
ン
と
ロ
ー
リ
ン
グ
・
ス
ト
ー
ン

ズ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
発
言
を
し

て
い
る
。
そ
の
発
言
に
つ
い
て
、
紹
介

し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

●
ブ
ル
ー
ス
・
ス
プ
リ
ン
グ
ス
テ
ィ
ー
ン

　
「
ボ
ス
」
は
健
在
で
あ
っ
た
。
ボ
ス
と

は
、
あ
の
ロ
ッ
ク
シ
ン
ガ
ー
、
ブ
ル
ー
ス・

ス
プ
リ
ン
グ
ス
テ
ィ
ー
ン
の
こ
と
で
あ

る
。
ブ
ル
ー
ス
・
ス
プ
リ
ン
グ
ス
テ
ィ
ー

ン
は
、
デ
ビ
ュ
ー
し
て
約
40
年
以
上
に

な
る
が
、
ア
メ
リ
カ
国
内
で
の
ツ
ア
ー

は
チ
ケ
ッ
ト
が
取
れ
な
い
こ
と
で
知
ら

れ
て
い
る
、
現
役
の
ロ
ッ
カ
ー
で
あ
る
。

ベ
ト
ナ
ム
帰
還
兵
の
悲
劇
を
歌
っ
た

「
ボ
ー
ン
・
イ
ン
・
ザ
・
Ｕ
・
Ｓ
・
Ａ
」
に

代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
自
ら
の
母
国
で

あ
る
憂
え
る
大
国
ア
メ
リ
カ
、
そ
し
て

そ
こ
で
生
き
る
人
た
ち
に
熱
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
り
続
け
て
い
る
歌
手
で
あ

る
。
そ
の
彼
が
、
ノ
ー
ス
・
カ
ロ
ラ
イ

ナ
州
、
グ
リ
ー
ン
ズ
ボ
ロ
で
の
公
演
を

中
止
す
る
と
発
表
し
た
。
そ
の
理
由
は
、

同
州
の
知
事
が
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー

の
人
た
ち
に
「
出
生

証
明
書
と
同
一
の
性

別
」
の
ト
イ
レ
を
使

用
す
る
内
容
の
法
律

に
署
名
し
た
か
ら
で

あ
る
。
彼
は
、
以
前

か
ら
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
問
題

に
つ
い
て
発
言
を

行
っ
て
い
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
。
ブ

ル
ー
ス
・
ス
プ
リ
ン

グ
ス
テ
ィ
ー
ン
は
声

明
の
中
で
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
差
別
に
反
対
す
る

人
た
ち
に
対
し
、「
こ

れ
ら
自
由
の
戦
士
た

ち
に
連
帯
を
表
明
す

べ
き
だ
と
考
え
た
」

と
言
い
、
ま
た
こ
の
よ
う
に
も
言
っ
て

い
る
。「
ロ
ッ
ク
・
シ
ョ
ウ
よ
り
も
大
切

な
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
を
書
い
て
い
る

時
点
で
起
き
て
い
る
、
先
入
観
と
偏
見

へ
の
闘
い
は
そ
の
１
つ
だ
。
僕
ら
を
前

進
で
は
な
く
後
退
さ
せ
よ
う
と
強
制
し

続
け
る
人
々
へ
の
反
対
の
声
を
上
げ
る

の
は
、
僕
の
最
大
の
目
的
だ
」
と
。

　

私
は
、
こ
の
声
明
を
読
み
、
改
め
て

憂
え
る
大
国
ア
メ
リ
カ
社
会
の
現
実
と
、

そ
ん
な
ア
メ
リ
カ
社
会
の
中
で
、ブ
ル
ー

ス
・
ス
プ
リ
ン
グ
ス
テ
ィ
ー
ン
の
よ
う
に

果
敢
に
世
の
中
の
不
条
理
に
対
し
、正
々

堂
々
と
「
ノ
ー
」
を
突
き
つ
け
る
存
在

が
あ
る
こ
と
の
意
味
を
か
み
締
め
て
い

る
。

●
ロ
ー
リ
ン
グ
・
ス
ト
ー
ン
ズ

　

ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
挙
で
、
民
主
党

と
共
和
党
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
統
領
候
補

者
指
名
獲
得
争
い
が
熱
を
帯
び
て
い
る
。

ど
う
や
ら
、
民
主
党
は
ク
リ
ン
ト
ン
、

共
和
党
は
ト
ラ
ン
プ
に
な
り
そ
う
だ
と

の
報
道
が
も
っ
ぱ
ら
で
あ
る
。
と
り
わ

け
、
共
和
党
か
ら
候
補
者
と
し
て
指
名

獲
得
を
目
指
し
て
い
る
ロ
ナ
ル
ド
・
ト

ラ
ン
プ
の
発
言
が
波
紋
を
呼
ん
で
い
る
。

単
な
る
波
紋
で
は
な
い
、
き
わ
め
て
深

刻
と
言
っ
て
も
い
い
波
紋
で
あ
る
。
ト

ラ
ン
プ
曰
く
、「
す
べ
て
の
イ
ス
ラ
ム
教

徒
の
ア
メ
リ
カ
入
国
を
拒
否
す
べ
き

だ
」、「
メ
キ
シ
コ
人
は
麻
薬
や
犯
罪
を

持
ち
込
む
」
等
々
、
そ
の
途
方
も
な
い

暴
言
は
や
む
事
を
知
ら
な
い
勢
い
で
あ

る
。
ど
こ
ま
で
が
本
心
な
の
か
、
単
な

る
ポ
ー
ズ
な
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
し

か
し
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
人
た
ち
や
他

国
の
人
た
ち
へ
の
度
し
難
い
差
別
発
言

が
、
ア
メ
リ
カ
の
共
和
党
内
で
の
世
論

を
大
き
く
つ
か
み
、
も
の
す
ご
い
勢
い

で
増
殖
し
て
い
る
。
こ
れ
も
憂
え
る
大

国
ア
メ
リ
カ
の
深
い
病
理
で
あ
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
。
そ
ん
な
中
、
ト
ラ
ン

プ
に
対
し
て
ロ
ー
リ
ン
グ
・
ス
ト
ー
ン

ズ
が
声
明
を
発
表
し
た
。
ト
ラ
ン
プ
が

大
統
領
選
挙
の
集
会
で
、
自
分
た
ち
の

曲
で
あ
る
「
ス
タ
ー
ト
・
ミ
ー
・
ア
ッ
プ
」

の
使
用
中
止
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
そ

れ
に
対
し
て
ト
ラ
ン
プ
は
き
ち
ん
と
使

用
の
手
続
き
を
し
て
お
り
、
自
分
に
は

こ
の
曲
を
使
う
権
利
が
あ
る
と
主
張
し
、

両
者
の
主
張
は
平
行
線
で
あ
る
。
確
か

に
こ
の
「
ス
タ
ー
ト・ミ
ー・ア
ッ
プ
」
は
、

乗
り
が
い
い
曲
で
、
歌
詞
の
対
訳
を
読

む
と
「
俺
の
エ
ン
ジ
ン
に
点
火
し
ろ
」

と
書
い
て
あ
る
。
ト
ラ
ン
プ
か
ら
し
た

ら
、
こ
の
曲
ほ
ど
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選

挙
の
指
名
争
い
の
集
会
に
使
う
の
に
ふ

さ
わ
し
い
曲
は
な
い
と
考
え
た
の
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
逆
に
こ
れ
が
ロ
ー
リ

ン
グ
・
ス
ト
ー
ン
ズ
の
「
エ
ン
ジ
ン
に

点
火
」
を
さ
せ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ロ
ー
リ
ン
グ
・
ス
ト
ー
ン
ズ
が
ア
メ

リ
カ
大
統
領
選
挙
を
ど
の
よ
う
に
思
っ

て
い
る
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
ト
ラ
ン

プ
の
一
連
の
言
動
が
自
ら
の
曲
が
利
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
自
体
、
彼
ら
自
身
と

し
て
は
お
よ
そ
容
認
で
き
る
代
物
で
は

な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

�

（
川
上
裕
光
）

給食対策委員会

アスパラとスナップえんどうと
うどのごま和え

　厄年に立木さんにヒーヒーいいながら
お参りしました。
　帰りの瀬田のしじみごはんの美味し
かったこと!!� 村岡　敬子

　「チェルノブイリの祈り」ノーベル文学賞をとっ
た本です。読んでいて苦しくなります。
　原発が再稼働されていく今、読むべき本だと思
います。� 重田　洋子

「LGBT差別」NO!
「トランプの差別発言」NO!

●材料〈1人分〉
アスパラガス������������� ２本
スナップえんどう������������80g
うど������������������80g
　　すり白ごま
　　ポン酢����酢大さじ２／醤油大さじ１と１／２ 
  　　　　　　　　　レモン汁大さじ２

ａ

①�グリーンアスパラはかたい部分を切り落として根

元側の皮を剥き、スナップえんどうは筋を除く。

②うどは皮を厚めに剥いて短冊に切り酢水にさらす。

③�アスパラ、スナップえんどうを色よく茹で冷水に

とってさます。

④�アスパラは３～４㎝の長さに、スナップえんどう

はななめ半分に切る。

⑤aと混ぜ合わせて完成

作り方
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青年部交流企画「河原町de縁結び」

ノーリフトケア学習会を開催しました。

京都医労連安全衛生対策員会は４月16
日にノーリフトケア学習会をラボール
ホールにて開催し、病院や介護現場など
から25名の参加がありました。学習会
ではノーリフトケアコーディネーターの
指導のもと、リフト・シート・ボード等
の福祉用具を体験し、参加者から「初め
ての学習会で勉強になった」「本日の体
験を通じて、職場に広めたいと思います」
など前向きな意見を頂きました。今後も
大勢の人に福祉用具を体験してほしいと
思い学習会を続けて行きたいと思ってい
ます。

　

Ｌ
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Ｂ
Ｔ
差
別
ノ
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を
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え
、
自
ら
の
ラ
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ブ
を
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ル
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ス
・
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プ
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グ
ス
テ
ィ
ー
ン
の
声
明
を
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ん
だ
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っ
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え
ー
！
」

　
�

ト
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を
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ズ
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な
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当

に
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い
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編
・
集
・
部
・
だ
・
よ
・
り

４月10日に洛西ニュータウン病院労組第
９回バスツアーを行いました。
毎年参加者がなかなか集まらなくて、無
理やり集めて？ 30名程で行っていたので
すが、今回はなんと49名！バスの定員いっ
ぱいでした～
お隣の滋賀県で「いちご狩り＆近江牛＆
クラブハリエのバウムクーヘン」という
食べてばかりのツアー！
みんな「もう食べられない～」と言いつ
ついっぱい食べてました！
想像以上に満足度が高かったようで、「来
年も同じツアーにして～」という声があ
がっています。

３月12日、青年部交流企画「河原町de縁結び」を
43名の参加で行いました。
内容はずばりコンパです。人の数だけ出会いあり、
楽しく交流できました～。
その後、良い縁を結べたという話も聞いています！
やったぁ !!
第二弾もあるかな?!お楽しみにっ !!

洛西ニュータウン病院労組のバスツアー 
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